
厳
し
い
酪
農
情
勢
、登
録
に
も
影
響

日
ホ
協
　

第
３
２
０
回
理
事
会
開
く

首位「ジネツタ」
－月　海外種雄牛評価

フランスで世界ホルスタインフリージアン会議

　健康、環境適応への対応　

会
員
、血
統
登
録
は

前
年
同
期
比

％

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
改
良

情
報
還
元
を
拡
充


全
共
、２
歳
級
は

後
検
含
め
４
ク
ラ
ス
に

牛
β
カ
ゼ
イ
ン
検
査
、

来
年
１
月
か
ら
開
始


か
国
か
ら
１
４
８
名
出
席

見
事
な
乳
房
と
肢
蹄
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（３） 第２５８１号（第３種郵便物認可）２０２３年（令和５年）月日

　
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟
（
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
）
主
催
の
第

回
世
界
会
議

は

月

、

日
の
２
日
間
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
ピ
ュ
イ
・
デ
ュ

・
フ
ー
」
の
会
議
セ
ン
タ
ー
で
、
世
界

か
国
か
ら
登
録
協
会
や
関
係
団
体
、
酪
農
家

等
１
４
８
名
が
、
日
本
か
ら
も
日
本
ホ
ル
協
の
前
田
勉
会
長
ほ
か
８
名
が
出
席
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

、

日
は
プ
リ
ム
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
（
登
録

協
会
）
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
の
国
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
を
視
察
し
た
。

７年ぶりに開催された第回世界ホルスタイン
フリージアン会議には世界か国から登録団体
や酪農関係者等名が出席した

前田会長

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
か
ら

月
５
日
に
海
外
種

雄
牛
２
０
２
３
―

月
評
価

が
公
表
さ
れ
た
。

　
今
回
の
１
位
は
前
回
４
位

だ
っ
た
ジ
ネ
ツ
タ
（
ギ
ヤ
ラ

ン
テ
イ
ー
×
デ
ル
タ
）
が
獲

得
し
た
。
産
乳
成
分
、
乳
脂

肪
量
、乳
蛋
白
質
量
が
高
く
、

疾
病
繁
殖
成
分
に
も
秀
で
て

い
る
。

　
２
位
は
前
回

位
だ
っ
た

キ
ヤ
プ
テ
ン
（
チ
ヤ
ー
ル
×

サ
ブ
レ
）
が
大
幅
に
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
し
た
。
こ
ち
ら
も
産

乳
成
分
、
乳
脂
肪
量
、
乳
蛋

白
質
量
が
高
く
、
更
に
体
型

面
で
は
乳
器
に
も
優
れ
て
い

る
。

　
３
位
は
前
回
２
位
だ
っ
た

ビ
リ
ー
（
ア
チ
ー
バ
ー
×
ル

ビ
コ
ン
）
で
あ
っ
た
。
表
中

ト
ッ
プ
の
産
乳
成
分
は
一
際

高
く
、
乳
脂
肪
量
、
乳
蛋
白

質
量
も
表
中
１
位
の
高
い
値

を
出
し
て
い
る
。

　
新
規
牛
は

位
カ
ポ
ネ
、


位
レ
イ
シ
エ
ン
、

位
ア

ツ
プ
サ
イ
ド
、

位
イ
ン
ペ

リ
ア
ル
、

位
ジ
ヤ
ミ
ソ
ン
の
５
頭
で
あ
っ
た
。

　
ト
ッ
プ

の
中
で
父
牛
別
に
見
る
と
、
ア
チ
ー
バ
ー
と

チ
ヤ
ー
ル
が
各
３
頭
と
一
番
多
く
、
母
方
祖
父
牛
別
で
は

ル
ビ
コ
ン
と
ジ
エ
ダ
イ
が
５
頭
、
ヨ
ダ
ー
が
４
頭
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は

月


日
、
都
内
で
第
３
２
０
回
理

事
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年

度
中
間
事
業
概
況
並
び
に
中

間
決
算
の
報
告
と
、
第

回

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
規
則
の
一
部
変
更
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
す
べ
て
の
事

項
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
前
田
勉
会
長
か
ら

挨
拶
で
、
生
乳
の
生
産
抑
制

と
円
安
に
よ
る
飼
料
等
の
価

格
高
騰
が
続
き
、
酪
農
は
な

お
厳
し
い
状
況
下
で
前
年
以

上
に
離
農
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
影
響
は
乳
牛
登
録
に
も

波
及
し
、
血
統
登
録
や
体
型

審
査
等
は
大
幅
に
減
少
し

た
。
後
期
に
向
け
て
、
自
動

登
録
等
の
積
極
的
な
推
進
に

努
め
た
い
と
し
た
。

　
中
間
事
業
概
況
で
は
、
本

年

月
末
ま
で
の
会
員
申
込

（
都
府
県
）
は
２
９
４
９
名

で
前
年
同
期
比

％
、
血
統

登
録
申
込
頭
数
は
全
国
計
で


万
９
１
３
４
頭
・
同

％

で
本
支
局
と
も
に
前
年
同
期

実
績
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

　
ま
た
、
中
間
決
算
で
は
、

本
局
の
一
般
会
計
は
血
統
登

録
や
審
査
成
績
証
明
、
遺
伝

子
型
調
査
料
等
の
大
幅
減
収

で
、
収
支
差
額
は
前
年
同
期

よ
り
約
１
６
０
０
万
円
の
減

収
。
ま
た
、
会
館
特
別
会
計

で
も
建
物
付
属
設
備
の
老
朽

化
に
伴
う
改
修
工
事
等
の
支

出
が
増
大
し
、
収
支
差
額
は

３
６
２
６
万
円
の
赤
字
に
な

っ
た
。

　
一
方
、
北
海
道
支
局
で
も

審
査
成
績
証
明
や
遺
伝
子
型

調
査
料
等
は
前
年
に
比
べ
て

減
収
に
な
っ
た
も
の
の
、
収

支
差
額
は
前
年
同
期
に
対
し

て
１
０
５
万
円
の
減
収
に
留

ま
っ
た
。

　
情
報
提
供
で
は
、
本
年
８

月
か
ら
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
値

を
有
す
る
未
経
産
牛
を
飼
養

す
る
す
べ
て
の
農
家
に
対
し

て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

情
報
利
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
に
よ
る
情
報

還
元
の
利
用
と
、
毎
週
公
表

さ
れ
る
雌
牛
評
価
速
報
値
の

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
閲
覧
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
新

た
に
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興
事
業

「
乳
用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜

の
推
進
強
化
研
究
事
業
」
を

開
始
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
４
年
ぶ

り
に
都
府
県
５
ブ
ロ
ッ
ク
で

地
区
別
登
録
委
員
研
修
会
を

開
催
し
、
延
べ
２
０
３
名
が

出
席
し
て
、
１
日
目
に
は
疾

病
関
連
事
業
の
概
況
や
ス
マ

ホ
で
閲
覧
可
能
な
遺
伝
情
報

提
供
の
解
説
を
、
２
日
目
に

は
教
材
牛
を
使
っ
て
審
査
研

修
を
行
っ
た
。

　
令
和
５
年
度
国
等
補
助
事

業
の
実
施
状
況
で
は
、
Ｊ
Ｒ

Ａ
の
新
規
畜
産
振
興
事
業
と

し
て
開
始
し
た
「
乳
用
牛
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
選
抜
の
推
進
強
化

研
究
事
業
」
の
概
要
と
、
そ

の
ほ
か
の
受
託
事
業
等
の
実

施
状
況
を
報
告
。
ま
た
、
家

畜
改
良
関
係
５
団
体
で
構
成

す
る
乳
用
牛
改
良
推
進
協
議

会
に
参
加
し
て
、
２
０
２
３

年
度
乳
用
牛
改
良
推
進
実
施

計
画
を
決
定
し
た
こ
と
等
を

報
告
し
た
。

　
第

回
全
共
関
係
で
は
、

出
品
区
分
の
一
部
変
更
等
に

つ
い
て
協
議
し
、
次
の
よ
う

に
決
定
し
た
。
①
後
代
検
定

娘
牛
の
字
句
を
「
Ｊ
サ
イ
ア

娘
牛
」
に
変
更
す
る
、
②
出

品
牛
が
２
歳
ク
ラ
ス
に
多
数

集
中
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
２
歳
級
を
Ｊ

サ
イ
ア
娘
牛
枠
１
ク
ラ
ス

と
、
一
般
枠
を
２
歳
ジ
ュ
ニ

ア
、
ミ
ド
ル
、
シ
ニ
ア
に
区

分
し
て
合
計
４
ク
ラ
ス
に
増

設
す
る
、
③
開
会
式
前
日
の

搬
入
最
終
受
付
時
間
並
び
に

第
１
日
目
の
審
査
開
始
時
間

を
繰
り
上
げ
る
、
④
前
夜
祭

を
中
止
す
る
、
⑤
欠
場
県
の

出
品
割
当
頭
数
分
を
一
般
枠

割
当
頭
数
の
調
整
と
高
校
特

別
枠
へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て

協
議
し
て
決
め
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
令
和
６

年
１
月
か
ら
遺
伝
子
型
に
よ

る
牛
β
カ
ゼ
イ
ン（
Ａ
２
型
）

の
判
定
を
開
始
す
る
。
Ａ
２

ミ
ル
ク
は
乳
糖
不
耐
症
が
緩

和
さ
れ
る
牛
乳
と
し
て
近
年

注
目
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
２
型

判
定
の
要
望
が
増
え
て
き
た

こ
と
と
、
遺
伝
子
型
検
査
業

務
を
委
託
し
て
い
る
一
般
社

団
法
人
家
畜
改
良
事
業
団

（
家
畜
改
良
技
術
研
究
所
）

で
も
Ａ
２
型
判
定
の
準
備
が

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
１

月
か
ら
の
検
査
実
施
に
至
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
理
事
会
で

は
来
年
６
月
の
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
に
向
け
て
、

地
域
別
役
員
定
数
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
た
。

　
世
界
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
会
議

の
開
催
は
、
２
０
２
０
年
の

ス
イ
ス
会
議
が
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
で
中
止
さ
れ
た
た

め
、
第

回
の
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
会
議
か
ら
７
年
ぶ
り
の
開

催
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
は
２

０
０
４
年
に
続
い
て
２
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
世
界
会
議
の
テ
ー

マ
は
「
最
適
な
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
の
た
め
の
革
新
的
な
育

種
」
で
、
５
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で

題
の
発
表
と
、
酪
農

家
等
に
よ
る
２
つ
の
パ
ネ
ル

討
論
が
行
わ
れ
た
。
１
日
目

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
が
最
も
優
秀
な
乳

用
品
種
で
あ
る
一
方
で
、
そ

の
遺
伝
的
多
様
性
の
喪
失
の

心
配
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
も
関
連
し
た
飼
料
効
率
や

メ
タ
ン
排
出
量
の
遺
伝
的
研

究
、
新
た
な
形
質
と
し
て
ヨ

ー
ネ
病
や
蹄
病
と
ゲ
ノ
ム
選

抜
等
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
２
日
目
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ

ェ
ル
フ
ェ
ア
や
健
康
の
た
め

の
セ
ン
サ
ー
活
用
と
デ
ジ
タ

ル
化
、
農
場
デ
ー
タ
の
統
合

的
利
用
と
デ
ー
タ
の
所
有
権

等
の
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。

今
や
世
界
で
は
、
泌
乳
能
力

の
改
良
か
ら
、
長
命
連
産
に

関
わ
る
健
康
や
疾
病
、
環
境

適
応
性
へ
の
遺
伝
的
な
関
与

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。

　
２
日
目
午
後
は
Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
過
去

３
年
間
の
活
動
報
告
や
会
計

報
告
、
評
議
員
の
改
選
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
会
員
加
入
を
承
認
し
、

同
連
盟
の
会
員
数
は
計

団

体
に
な
っ
た
。
ま
た
、
次
回

の
世
界
会
議
は
２
０
２
８
年

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

月

日
は
午
前
中
に
近

郊
の
酪
農
場
２
か
所
の
視
察

を
終
え
て
、
午
後
か
ら
翌


日
全
日
は
前
出
の
パ
ー
ク
内

の
豪
華
絢
爛
な
シ
ョ
ウ
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
プ
リ

ム
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・
フ
ラ
ン

ス
（
登
録
協
会
）
の
創
立
１

０
０
周
年
記
念
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
シ
ョ
ウ
を
視
察
し
た
。

　
シ
ョ
ウ
で
は
、
国
内
各
地

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
経
産
牛
３
０

０
頭
が
初
産
か
ら
７
産
以
上

の
産
次
別
・
生
年
月
日
順
の

計

ク
ラ
ス
で
体
型
の
機
能

性
と
優
美
さ
を
競
っ
た
。
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
７

産
以
上
ク
ラ
ス
出
品
牛
（
９

歳
５
月
・
７
産
、
前
産
の
乳

量
１
万
４
１
４
０
㌔
）
で
、

全
ク
ラ
ス
の
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

と
生
涯
能
力
最
優
秀
牛
に
も

輝
い
た
。

　
シ
ョ
ウ
全
体
を
通
し
て
、

ど
の
出
品
牛
も
特
に
後
乳
房

の
高
い
付
着
と
幅
、
産
次
を

重
ね
て
も
飛
節
か
ら
十
分
に

高
い
乳
房
底
面
を
維
持
し
、

強
い
肢
蹄
と
正
確
な
歩
様
を

兼
備
し
た
牛
が
揃
っ
て
お

り
、
北
米
に
劣
ら
な
い
フ
ラ

ン
ス
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

の
先
進
性
を
垣
間
見
た
次
第

で
あ
る
。

豪華絢爛なスタジアムで開催されたプリムホル
スタイン・フランス周年記念ホルスタイン
ショウ




